
実 施 年 度 令和４年度

事務事業名 担 当 課 名 地域創生課・都市整備課

【Do】　実施・実行 【Check】　点検・評価

■具体的取組 ■成果指標の具体的検証結果

■インプット（投入金額等）

　事業費等

■アウトプット（数量等）

　実施回数等

※ＫＰＩ … 重要業績評価指標。Key Performance Indicatorの略。アウトカムの達成度を具体的に示す指標（数値）をいう。

　移住及び定住の促進による地域の活性化
を図り、移住交流の推進、移住者の増加に
より社会減（転出者＞転入者）を緩和す
る。

①お試し暮らし滞在助成金
　本市への移住を目的として住居又は仕事を探
  す活動等を行う者への助成
　助成金額：１人当たり１泊3,000円、1ｸﾞﾙｰﾌﾟ
             4人、3泊まで
②移住促進家賃等補助金
　移住者への住宅家賃等補助
　助成金額：(1)家賃補助　家賃の1/2
　　　　　　　上限県外2万円
　　　　　　　県外2年目及び市外1万円
　　　　　　　助成期間：最大24ヶ月
　　　　　　(2)一時金補助　初期費用の1/2
　　　　　　　 上限6万円
③東京圏UJIターン補助金
　直近10年間で通算5年以上東京23区または東
  京圏在住で23区通勤者から本市へ移住し、就
  業又は起業等の条件を満たす者への助成
　助成金額：単身60万円　2人以上世帯100万円
　　　　　　子育て加算30万円（人）

（インプット・アウトプットに対するアウトカムの
達成状況はどうか、また、達成できていない場
合の原因は何なのか等の検証結果を具体的
に記載）

　各種制度の運用が始まって数年が経過
し、市内外への制度の浸透が進んでおり、
利用件数の増加につながっている。
　また、東京圏UJIターン補助金について
は、引き続き子育て世帯への支援を拡充し
た。
　移住促進家賃等補助制度は、県の制度終
了に併せて令和5年度以降の受付を行わない
こととした。
　引き続き市HP、地域創生課SNSや香川県移
住・定住推進協議会が行うフェアを活用
し、支援制度や住みやすさなどの情報発信
を充実し、移住につなげる。

　お試し暮らし滞在助成金は、7件(延べ15
人)の実績があった。移住検討者層に対
し、実際に住んだ後の生活を想像してもら
うことができ将来の移住・定住につなげ
た。
　東京圏UJIターン補助金については、3件
（3世帯7人）の実績があり、首都圏からの
移住に寄与した。
　移住促進家賃等補助制度は、香川県から
令和4年度末で制度を終了する旨の通知が
あった。
　各種助成制度を活用したのは延べ72人で
あり、目標とする△180人に対し△106人と
社会増減数に寄与した。

■成果指標（アウトカム・ＫＰＩ） ※

【目標値】
〇社会増減数　　　　△900人（R2～R6累計）
  うち              △220人（R2）
                    △200人（R3）
                    △180人（R4）
                    △160人（R5）
                    △140人（R6）

【達成値　R4実績】
〇社会増減数　　　　△106人
(転入者：+652人 転出者：△758人)
　
［参考］（件数）
①お試し暮らし滞在助成金 7件(延べ15人)
②移住促進家賃等補助金
　　　　 　　　　   新規移住者　50人(37件)
　　　　　　　　うち県外移住者　35人(25件)
　　　　　　　　うち県内移住者　15人(12件)
③東京圏UJIターン補助金 　　 　　7人( 3件)

①お試し暮らし滞在助成金　　　　86千円
②移住促進家賃等補助金　　　 8,613千円
③東京圏UJIターン補助金　　　3,900千円

①お試し暮らし滞在助成金　 7件
②移住促進家賃等補助金　　37件（新規）
③東京圏UJIターン補助金    3件

ＰＤＣＡチェックシート

移住交流支援事業

【Plan】　計画 【Action】　処置・改善

■目的 ■検証結果を受けての具体的対応


